
専門委員会で全国大会要望事項を審議

中央会の専門委員会が水戸市内で開かれ､ 11月19

日に千葉県千葉市の｢幕張メッセ｣で行われる第61

回中小企業団体全国大会での｢中小企業対策に関す

る要望事項｣を審議し､本県の要望事項を取りまと

めた｡

委員会には､幡谷祐一会長をはじめ27人の専門委

貝が出席し､ 『総合･環境』 『組織』 『金融･税制』 『流

通』 『労働』の5委員会に分かれて審議｡その結果､

10項目の要望事項が各委員長から幡谷会長に答申さ

れ､本県中央会の提出議案として決定した｡

提出議案はブロック会長会議､全国中央会の全国

大会特別委員会の審議を経て全国大会で議決され政

府関係機関に要望される｡

通常総会で会長に笠倉氏を選出

県中小企業青年中央会

茨城県中小企業青年中央会(佐藤雅彦会長)は第

33回通常稔会を水戸市内で開いた｡

議案審議では､研修会などの開催を柱とする平成

21年度事業計画･収支予算を決定｡役員改選では新

会長に笠倉勉氏(県電気工事業工業組合青年部会)を

選出した｡

新執行部は次のとおり｡

(会長)笠倉勉-県電気工事業(工業)青年部会

(直前会長)佐藤雅彦-県塗装(工業)青年部

(副会長)高橋克彰-県コンクリート製品(協)育

年部会､井関敏勝-県中古自動車販売(商工)青年

部会､荒井隆一-県叔金(工業)青年部､根本朗裕
-茨城研醸会､大崎勝也-県木材青壮年協会

稔会終了後､ヒューマンウェア研究所藤崎ひろみ

氏が｢ピンチはチャンスだlありがとう｣をテーマ

に講演した0

第8回通常総会開く

恥中小企棄レディース中央会

茨城県中小企業レディース中央会(吉岡鞠子会長)

は水戸市内で第8回通常稔会を開いた｡

吉岡会長は｢世界の経済状況が不透明な中､組合

組織を今一度見直し､こういう時代だからこそ手を

取り合って連携し､あきらめずに頑張っていきたい｣

とあいさつ｡議案審議では､研修会などの開催を柱

とする平成21年度事業計画･収支予算を決定した｡

総会終了後には､中川科理教室代表の中川一恵氏

が｢未来に伝えたい常世の食｣をテーマに講演した｡

地元JAと連携し『阿見スイカフェア』

荒川沖商業協同組合

土浦市の荒川沖駅東口にあるショッピングセン

ター｢さんぼる｣ (荒川沖商業協同組合)で､ JA宋

城かすみの『阿見スイカフェア』が行われた｡

地元で採れる農産物を地域の消費者にPRL､ ｢安

全｣ ｢安心｣な食の提供､顧客サービスの向上を目

的にSCを運営する組合と地元JAが連携した取り組

みで､ JA県中央会と県中小企業団体中央会が提携

して進める農商工等連携事業の一環｡

店舗内センターコートで行われたフェアには､旬

を迎えた｢阿見スイカ｣や地場野菜が豊富に並び､

農産物が当たるイベントなどもあって､多くの来店

者でにぎわった｡
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